
 

Ｎ７００系量産車の投入計画について 

 

平成１８年 ５月２６日 

東海旅客鉄道株式会社 

西日本旅客鉄道株式会社 

 

Ｎ７００系については、平成１７年４月から量産先行試作車による走行試験を

実施し、現在までにおいてその基本性能が確認でき、今後、両社で製作する量産

車の投入計画を下記のとおり決定しましたので、お知らせします。 

Ｎ７００系では、最新の技術を導入した新しいサービスを開始するとともに、

お客様の多様なニ－ズに対応した「さらに快適な車内空間」を提供します。 

なお、平成１９年夏に、営業運転を開始する予定です。 

 

１．投入計画 

投入編成数 
年度 

東海 西日本 
記 事 

１９年度 １５編成 ８編成 

２０年度 １６編成 １編成 

２１年度 １１編成 ３編成 

平成１９年度から、東海道・山陽区間を直

通運転する「のぞみ」に順次投入し、平成

２１年度にはすべての直通運転する「のぞ

み」に投入する予定 

小計 ４２編成 １２編成  

合計 ５４編成  

◎ Ｎ７００系の性能が東海道・山陽新幹線のサービスアップにつながるよう、

集中して大量投入します。なお、２２年度以降も引き続き投入することを

検討しています。 

 

２．概算費用 約２,６００億円 

（ＪＲ東海 約２,０００億円、ＪＲ西日本 約６００億円） 

 

※ ダイヤについては決まり次第お知らせします。 


